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今後の課題

ケーススタディ

研究背景 提案手法
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大規模言語モデル(LLM : Large Language Model)
LLMを用いたシステムは
再現性の担保が難しい

→評価基準を決めておきたい

→どのような要素を含めていれば
いいかが分かるように提示

現状の課題
→再現性の担保が難しいので、含んでいればシステムが
担保されるとわかる評価基準を提案したい

対応
→GSNとSTAMP/STPAを合わせた手法でLLMシステ
ムを評価することで、含むべき要素の発見を試みる

VOYAGER[4]：Minecraftを自動でプレイするエー
ジェント

• 定量的なデータの定義や獲得

• 実際に基準を適用した場合の結果の確認

• 他研究との比較によるこの基準の精度の評価

GSN[1]

GSN（Goal Structuring Notation）を用いた
分析手法

• 満たすべき基準の可視化による開発の単純化および精
度向上

• AI実践システムの評価にも用いられた[2]

↑GPT-4の指示で木材獲得に成功

エージェントが持つ自動カリキュラム・スキルライブラ
リ・反復プロンプトメカニズムのほか、GPT-4を用い
ることでオープンエンドな世界でのプレイを実現

STAMP/STPA[3]

STAMP（Systems-Theoretic Accident Model and 
Process）：システム理論に基づくアクシデントモデル

STPA（STANP based Process Analysis）：
STAMPベースのプロセス分析

• アクシデント対策として適用できるフレームワーク
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